
議案第 35 号 

 

 

   辺地に係る公共的施設の総合整備計画について 

 

 次の辺地に係る公共的施設の総合整備計画を別紙のとおり策定することについて、辺地

に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭和 37 年法律第

88 号）第３条第１項の規定により、本議会の議決を求める。 

 

 

平成 28 年３月３日 

 

                                 三朝町長  吉 田 秀 光 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   辺地に係る公共的施設の総合整備計画を策定した辺地 

竹田Ａ辺地 竹田Ｂ辺地 

竹田Ｃ辺地 旭  辺地 

旭 Ｃ辺地 小鹿 辺地 

小鹿Ｂ辺地 東小鹿辺地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



  

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
書
（
案
）

 

        

鳥
取
県
三
朝
町

 

 



 



   １
．
公
共
的
施
設
の
整
備
計
画
（
総
括
表
）

 

（
平
成

28
年
度
か
ら
平
成

32
年
度
ま
で
）

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
単
位
：
千
円

 

区
 

 
 
 
 
 
 
分

 
事
 
業
 
費

 
財
 
源
 
内
 
訳

 
一
般
財
源
の
う
ち

 

辺
地
債
予
定
額

 
備
 
 
 
考

 
特
定
財
源

 
一
般
財
源

 

竹
田
Ａ
辺
地
（
下
畑
、
三
軒
屋
、
田
代
、
大
谷
）

 
40
,0
0
0
 

7,
10
0
 

32
,9
0
0
 

32
,9
0
0
 

 

竹
田
Ｂ
辺
地
（
加
谷
、
木
地
山
）

 
14
2,
0
00

 
81
,2
0
0
 

60
,8
0
0
 

60
,8
0
0
 

 

竹
田
Ｃ
辺
地
（
福
本
、
福
山
、
上
西
谷
）

 
47
,0
0
0
 

28
,7
0
0
 

18
,3
0
0
 

18
,3
0
0
 

 

旭
 
辺

 
地
（
福
吉
、
柿
谷
、
実
光
、
太
郎
田
、
鉛
山
）

 
10
1,
0
00

 
55
,9
0
0
 

45
,1
0
0
 

45
,1
0
0
 

 

旭
Ｃ

辺
地
（
下
谷
）

 
8,
00
0
 

0 
8,
00
0
 

8,
00
0
 

 

小
鹿

辺
地
（
中
津
、
神
倉
）

 
19
3,
0
00

 
0 

19
3,
0
00

 
19
3,
0
00

 
 

小
鹿
Ｂ
辺
地
（
西
小
鹿
、
井
土
）

 
11
3,
0
00

 
63
,0
0
0
 

50
,0
0
0
 

50
,0
0
0
 

 

東
小
鹿
辺
地
（
東
小
鹿
）

 
58
,0
0
0
 

29
,4
0
0
 

28
,6
0
0
 

28
,6
0
0
 

 

計
 

70
2,
0
00

 
26
5,
3
00

 
43
6,
7
00

 
43
6,
7
00

 
 

      



 



竹
田
Ａ
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
書

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝

 
 

 
竹
田
Ａ
辺
地

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
辺
地
の
人
口

 
7
8
人

 
 
面
積

 
3
5
.
4
 
k
㎡
）

 

 １
．

 辺
地
の
概
況

 

(1
)
 
辺
地
を
構
成
す
る
町
又
は
字
の
名
称

 
 
下
畑
、
三
軒
屋
、
田
代
、
大
谷

 

 
(2

)
 
辺
地
の
中
心
位
置

 
 

 
 

 
 

 
 

 
下
畑

 

 
(3

) 
 
辺
地
度
点
数

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1
31

 
点

 

 ２
．

 公
共
施
設
の
整
備
を
必
要
と
す
る
事
情

 

 
(1

)
 
道
路
整
備

 

ア
．
町
道

 

 
 
・
町
道
若
杉
線
改
良
舗
装
事
業
（
大
谷
）

 

大
谷
集
落
は
、
岡
山
県
と
中
国
山
地
で
接
す
る
本
町
の
最
奥
部
集
落
の
一
つ
で
、
過
疎
化
、
高
齢
化
の
著
し
い
集
落
で
す
。

 

当
路
線
は
、
大
谷
集
落
と
県
境
を
結
ぶ
町
道
の
一
部
で
あ
り
、
災
害
時
に
は
集
落
が
孤
立
し
な
い
た
め
の
迂
回
路
と
し
て
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
当
路
線
は
地
域
に
と
っ
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

 

し
か
し
、
当
路
線
は
幅
員
が
狭
く
し
か
も
急
勾
配
の
屈
曲
し
た
道
路
で
あ
る
た
め
、
通
行
に
大
変
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

 

こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域
の
豊
か
な
生
活
を
推
進
す
る
た
め
、
当
路
線
の
改
良
舗
装
整
備
を
図
り
ま
す
。

 

 
 
・
町
道
大
谷
線
改
良
舗
装
事
業
（
大
谷
）

 

本
路
線
は
県
境
を
越
え
た
交
流
を
促
す
唯
一
の
路
線
で
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
集
落
が
孤
立
し
な
い
た
め
の
迂
回
路
と
し
て
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
当
路
線
は
地
域
に
と
っ
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

 

し
か
し
、
当
路
線
は
幅
員
が
狭
く
し
か
も
急
勾
配
の
屈
曲
し
た
道
路
で
あ
る
た
め
、
通
行
に
大
変
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

 

こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域
の
豊
か
な
生
活
を
推
進
す
る
た
め
、
当
路
線
の
改
良
舗
装
整
備
を
図
り
ま
す
。

 

 

イ
．
林
道

 

 
  
・
林
道
三
朝
南
線
災
害
防
除
工
事
（
大
谷
工
区
）

 



加
谷
・
大
谷
地
区
は
、
周
囲
を
豊
富
な
森
林
資
源
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
本
町
の
林
業
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
地
域
で
あ
り
ま
す
が
、
両
地
区
を
結
ぶ
林
道
に
つ
い
て
開

設
か
ら
十
数
年
経
過
し
て
い
る
う
え
、
落
石
な
ど
が
発
生
し
通
行
の
安
全
確
保
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
た
め
、
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
ロ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
等
安
全
施
設
を
整
備
し
、
集
落
住
民
の
通
行
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。
ま
た
、
当
路
線
を
改
良
す
る
こ
と
に
よ

り
、
一
帯
の
豊
富
な
森
林
資
源
の
有
効
活
用
と
開
発
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
林
業
作
業
を
容
易
に
し
、
林
業
経
営
の
向
上
と
安
定
を
目
指
し
ま
す
。

 

  (
2)

 
交
通
・
通
信
体
系
の
整
備

 

 
 
・
除
雪
機
械
整
備
事
業
（
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
整
備
）
（
下
畑
）

 

 
本
地
域
は
中
国
山
地
の
懐
に
位
置
す
る
山
間
集
落
で
あ
り
、
高
齢
化
の
進
行
が
著
し
い
集
落
で
す
。
冬
期
間
は
積
雪
が
多
く
、
高
齢
者
世
帯
の
多
い
本
地
域
で
は
、
集
落
内
の

歩
道
や
幅
員
の
狭
い
道
路
の
除
雪
作
業
が
困
難
を
極
め
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
た
め
、
本
地
域
に
小
型
の
除
雪
機
を
配
備
し
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
除
雪
作
業
を
住
民
自
ら
が
行
う
こ
と
に
よ
り
、
作
業
の
迅
速
化
と
効
率
化
を
図
り
、
安
心
・

安
全
な
生
活
環
境
を
確
保
し
ま
す
。

 

  (
3)

 
消
防
施
設
の
整
備

 

 
・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
整
備
（
下
畑
）

 

下
畑
集
落
に
整
備
し
て
い
る
小
型
動
力
ポ
ン
プ
は
、
か
な
り
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
集
落
内
で
火
災
が
起
き
た
場
合
、
初
期
消
火
に
あ
た
る
自
衛
消
防
団
に
と
っ
て
小

型
動
力
ポ
ン
プ
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

 

新
し
く
小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
区
住
民
の
生
活
を
守
る
自
衛
消
防
団
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

 

 
・
防
火
用
水
槽
整
備
事
業
（
三
軒
屋
）

 

当
該
集
落
に
お
け
る
防
火
用
水
槽
は
自
然
水
を
取
り
込
む
無
蓋
の
防
火
水
槽
で
、
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。
無
蓋
で
あ
る
た
め
、
安
全
の
確
保
が
十
分
で
な
い
こ
と
や
、
水
槽
内

に
は
沈
殿
物
が
た
ま
り
災
害
時
に
、
十
分
な
防
火
用
水
と
し
て
の
役
割
が
見
込
め
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
火
災
時
の
初
期
消
火
に
は
、
十
分
な
水
利
の
確
保
が
必
要
不
可
欠

で
す
。

 

新
し
く
当
該
施
設
を
整
備
し
、
地
区
住
民
の
生
活
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

 

      



３
．

 公
共
的
施
設
の
整
備
計
画
（
竹
田
Ａ
辺
地
：
下
畑
、
三
軒
屋
、
田
代
、
大
谷
）

 

（
平
成

2
8
年
度
か
ら
平
成

32
年
度
ま
で
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
単
位
：
千
円

 

区
 

 
 

 
 

 
 
分

 
事

 
業

 
費

 
財

 
源

 
内

 
訳

 
一
般
財
源
の
う
ち

 

辺
地
債
予
定
額

 
備

 
 

 
考

 
施

 
 

 
設

 
 

 
名

 
事
業
主
体

 
特
定
財
源

 
一
般
財
源

 

道
路
整
備

 
 

 
 

 
 
 

 
町
道
若
杉
線
改
良
舗
装
事
業
（
大
谷
）

 
三
朝
町

 
6,

00
0
 

3,
90

0
 

2
,
10

0
 

2,
1
0
0
 
社
会
資
本
整
備
事
業

 

 
町
道
大
谷
線
改
良
舗
装
事
業
（
大
谷
）

 
〃

 
5,

00
0
 

3,
20

0
 

1
,
8
0
0
 

1
,
8
0
0
 
 
〃

 

 
林
道
三
朝
南
線
災
害
防
除
工
事
（
大
谷
工
区
）

 
〃

 
16

,0
00

 
0
 

1
6
,
0
0
0
 

1
6
,
0
0
0
 
単
独
事
業

 

交
通
・
通
信
体
系
の
整
備

 
 

 
 

 
 
 

 
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
整
備
事
業
（
下
畑
）

 
三
朝
町

 
4,

00
0
 

0
 

4
,
0
0
0
 

4,
0
0
0
 
単
独
事
業

 

消
防
施
設
の
整
備

 
 

 
 

 
 
 

 
小
型
動
力
ポ
ン
プ
整
備
事
業
（
下
畑
）

 
三
朝
町

 
2,

00
0
 

0
 

2
,
0
0
0
 

2
,
0
0
0
 
単
独
事
業

 

 
防
火
用
水
槽
整
備
事
業
（
三
軒
屋
）

 
〃

 
7,

00
0
 

0
 

7
,
0
0
0
 

7,
0
0
0
 
 
〃

 

計
 

 
40

,0
00

 
7,

10
0
 

3
2
,
9
0
0
 

3
2
,
9
0
0
 

 

             



 



竹
田
Ｂ
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
書

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝

 
 
 
竹
田
Ｂ
辺
地

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
（
辺
地
の
人
口

 
1
4
2
人
 
 
面
積

 
1
7
.
4
 
k
㎡
）

 

 １
．
 辺
地
の
概
況

 

(1
) 

辺
地
を
構
成
す
る
町
又
は
字
の
名
称

 
 
加
谷
、
木
地
山

 

 
(2

) 
辺
地
の
中
心
位
置

 
 
 
 
 
 

 
 
 
加
谷

 

 
(3

) 
 辺

地
度
点
数

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

12
3
 
点

 

 ２
．
 公
共
施
設
の
整
備
を
必
要
と
す
る
事
情

 

(1
) 

道
路
整
備

 

ア
．
町
道

 

 
 
・
町
道
高
清
水
高
原
線
災
害
防
除
・
改
良
舗
装
事
業
（
木
地
山
）

 

木
地
山
集
落
は
、
岡
山
県
と
中
国
山
地
で
接
す
る
本
町
の
最
奥
部
集
落
の
一
つ
で
、
過
疎
化
、
高
齢
化
の
著
し
い
集
落
で
す
。

 

本
線
は
、
従
来
、
国
道
と
し
て
本
町
と
岡
山
県
を
往
来
す
る
た
め
に
利
用
し
て
お
り
、
現
在
は
、
町
道
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
災
害
等
で
人
形
峠
付
近
の
国
道
が
寸
断
さ
れ
た

場
合
の
う
回
路
と
し
て
地
域
は
も
と
よ
り
、
町
や
県
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
町
道
で
す
。

 

し
か
し
、
当
路
線
は
幅
員
が
狭
く
し
か
も
急
勾
配
の
屈
曲
し
た
道
路
で
あ
る
た
め
、
落
石
な
ど
が
発
生
し
通
行
の
安
全
確
保
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
た
め
、
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
ロ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
な
ど
安
全
施
設
お
よ
び
改
良
舗
装
を
実
施
し
、
集
落
住
民
の
通
行
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

 

 
 イ
．
林
道

 

 
・
林
道
福
吉
木
地
山
線
災
害
防
除
事
業
（
木
地
山
工
区
）

 

本
林
道
は
、
地
域
の
豊
富
な
森
林
資
源
と
山
地
の
有
効
活
用
と
開
発
を
促
進
す
る
と
と
も
に
林
業
の
施
業
を
容
易
に
し
、
林
業
経
営
の
向
上
、
安
定
を
目
指
し
、
ま
た
、
広
域

的
な
道
路
と
し
て
点
在
す
る
集
落
を
有
機
的
に
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
地
域
住
民
の
利
便
を
向
上
さ
せ
る
目
的
で
開
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

 

し
か
し
、
開
設
か
ら
十
数
年
経
過
し
て
い
る
う
え
、
落
石
な
ど
が
発
生
し
通
行
の
安
全
確
保
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
た
め
、
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
ロ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
な
ど
安
全
施
設
を
整
備
し
、
集
落
住
民
の
通
行
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

 

 



・
林
道
三
朝
南
線
災
害
防
除
工
事
（
加
谷
工
区
）

 

加
谷
・
大
谷
地
区
は
、
周
囲
を
豊
富
な
森
林
資
源
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
本
町
の
林
業
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
地
域
で
あ
り
ま
す
が
、
両
地
区
を
結
ぶ
林
道
に
つ
い
て
開

設
か
ら
十
数
年
経
過
し
て
い
る
う
え
、
落
石
な
ど
が
発
生
し
通
行
の
安
全
確
保
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
た
め
、
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
ロ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
な
ど
安
全
施
設
を
整
備
し
、
集
落
住
民
の
通
行
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。
ま
た
、
当
路
線
を
改
良
す
る
こ
と
に

よ
り
、
一
帯
の
豊
富
な
森
林
資
源
の
有
効
活
用
と
開
発
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
林
業
作
業
を
容
易
に
し
、
林
業
経
営
の
向
上
と
安
定
を
目
指
し
ま
す
。

 

 (2
) 

交
通
・
通
信
体
系
の
整
備

 

 
 
・
除
雪
機
械
整
備
事
業
（
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
整
備
）
（
木
地
山
）

 

本
地
域
は
中
国
山
地
の
懐
に
位
置
す
る
山
間
集
落
で
あ
り
、
高
齢
化
の
進
行
が
著
し
い
集
落
で
す
。
冬
期
間
は
積
雪
が
多
く
、
高
齢
者
世
帯
の
多
い
本
地
域
で
は
、
集
落
内
の

歩
道
や
幅
員
の
狭
い
道
路
の
除
雪
作
業
が
困
難
を
極
め
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
た
め
、
本
地
域
に
小
型
の
除
雪
機
を
配
備
し
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
除
雪
作
業
を
住
民
自
ら
が
行
う
こ
と
に
よ
り
、
作
業
の
迅
速
化
と
効
率
化
を
図
り
、
安
心
・

安
全
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
も
の
で
す
。

 

 

(3
) 

消
防
施
設
の
整
備

 

 
 
・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
整
備
事
業
（
加
谷
）

 

 
加
谷
集
落
に
整
備
し
て
い
る
小
型
動
力
ポ
ン
プ
は
、
か
な
り
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
集
落
内
で
火
災
が
起
き
た
場
合
、
初
期
消
火
に
あ
た
る
自
衛
消
防
団
に
と
っ
て
小

型
動
力
ポ
ン
プ
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

 

新
し
く
小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
区
住
民
の
生
活
を
守
る
自
衛
消
防
団
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

 

 

(4
) 

教
育
文
化
施
設

 

・
公
民
館
そ
の
他
集
会
施
設
整
備
（
集
落
公
民
館
整
備
事
業
補
助
）
（
加
谷
）

 

当
該
地
域
に
あ
る
集
落
公
民
館
は
、
建
設
時
期
が
古
く
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
。
ま
た
、
利
用
者
の
多
く
が
高
齢
者
で
あ
り
な
が
ら
、
玄
関
や
部
屋
の
段
差
が
高
い
な
ど

当
該
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
中
心
施
設
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
果
た
し
て
い
ま
せ
ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
が
活
性
化
し
、
安
心
し
て
施
設
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
公
民
館
改
築
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
）
に
対
し
助
成
を
行
い
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

 

    



３
．
 公
共
的
施
設
の
整
備
計
画
（
竹
田
Ｂ
辺
地
：
加
谷
、
木
地
山
）

 

（
平
成

28
年
度
か
ら
平
成

32
年
度
ま
で
）

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

単
位
：
千
円

 

区
 
 
 
 
 

 
 
分

 
事

 
業

 
費

 
財

 
源

 
内

 
訳

 
一
般
財
源
の
う
ち

 

辺
地
債
予
定
額

 
備
 
 
 
考

 
施
 
 
 
設
 

 
 
名

 
事
業
主
体

 
特
定
財
源

 
一
般
財
源

 

道
路
整
備

 
 

 
 

 
 
 

 
町
道
高
清
水
高
原
線
災
害
防
除
・
改
良
舗
装
事
業

 

（
木
地
山
工
区
）

 
三
朝
町

 
11
9
,0
00

 
77

,3
00

 
4
1,
70
0
 

4
1,
7
0
0
 
社
会
資
本
整
備
事
業

 

 
林
道
福
吉
木
地
山
線
災
害
防
除
事
業
（
木
地
山
工
区
）
 

〃
 

8
,0
00

 
 

8
,
00
0
 

8,
0
0
0
 
単
独
事
業

 

 
林
道
三
朝
南
線
災
害
防
除
工
事
（
加
谷
工
区
）

 
〃

 
4
,0
00

 
 

4
,
0
0
0
 

4
,
0
0
0
 
 
〃

 

交
通
・
通
信
体
系
の
整
備

 
 

 
 

 
 
 

 
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
整
備
事
業
（
木
地
山
）

 
三
朝
町

 
4
,0
00

 
 

4
,
0
0
0
 

4,
0
0
0
 
単
独
事
業

 

消
防
施
設
の
整
備

 
 

 
 

 
 
 

 
小
型
動
力
ポ
ン
プ
整
備
事
業
（
加
谷
）

 
三
朝
町

 
2,
00
0
 

 
2
,
0
0
0
 

2
,
0
0
0
 
単
独
事
業

 

教
育
文
化
施
設

 
 

 
 

 
 
 

 
集
落
公
民
館
整
備
事
業
補
助
（
加
谷
）

 
区

 
5,
00
0
 

3,
90
0
 

1
,
1
0
0
 

1
,
1
0
0
 
単
独
事
業

 

計
 

 
14
2
,0
00

 
81

,2
00

 
6
0
,
80
0
 

6
0,
8
0
0
 

 

           



 



竹
田
Ｃ
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
書

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝

 
 

 
竹
田
Ｃ
辺
地

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
辺
地
の
人
口

 
5
9
人

 
 
面
積

 
1
6
.
9
k
㎡
）

 

 １
．

 辺
地
の
概
況

 

(1
)
 
辺
地
を
構
成
す
る
町
又
は
字
の
名
称

 
 
福
本
、
福
山
、
上
西
谷

 

 
(2

)
 
辺
地
の
中
心
位
置

 
 

 
 

 
 

 
 

 
上
西
谷

 

 
(3

) 
 
辺
地
度
点
数

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1
10

 
点

 

 ２
．

 公
共
施
設
の
整
備
を
必
要
と
す
る
事
情

 

(1
)
 
道
路
整
備

 

 
 
ア
．
町
道

 

・
町
道
福
本
本
線
改
良
舗
装
事
業
（
福
本
）

 

本
路
線
は
、
福
本
集
落
か
ら
国
道
を
結
ぶ
町
道
で
あ
り
、
唯
一
の
生
活
道
路
で
す
が
、
改
良
か
ら
十
数
年
経
過
し
路
面
の
陥
没
や
舗
装
面
の
劣
化

な
ど
が
み
ら
れ
、
車
両
の
通

行
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
路
肩
の
補
強
、
路
面
及
び
路
盤
の
改
良
工
事
を
行
い
安
全
性
の
確
保
と
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

 

 

イ
．
橋
り
ょ
う

 

・
橋
り
ょ
う
改
良
工
事
（
町
道
福
本
本
線
：
福
本
橋
）

 

本
町
で
は
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
順
次
調
査
し
計
画
的
に
修
繕
な
ど
実
施
し
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

本
地
域
に
架
か
る
橋
は
、
設
置
か
ら
の
年
数
が
経
過
し
橋
脚
部
分
に
亀
裂
が
生
じ
て
い
る
な
ど
危
険
な
状
態
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
安
全
・
安
心
し
て
集
落
内
の
橋
を
利
用
で

き
る
よ
う
、
橋
の
状
況
を
調
査
し
た
上
で
、
必
要
な
箇
所
を
改
善
し
ま
す
。

 

 (2
)
 
産
業
の
振
興

 

・
集
落
営
農
農
業
機
械
整
備
補
助
事
業
（
福
山
）

 

本
地
域
は
小
規
模
農
家
に
よ
る
水
田
が
広
が
る
農
業
振
興
地
域
で
す
。
山
間
地
域
で
あ
る
た
め
、
農
業
経
営
主
の
高
齢
化
が
進
み
各
個
人
で
は
後
継
者
不
足
が
深
刻
な
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 

集
落
営
農
と
し
て
の
農
業
機
械
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
集
落
単
位
で
農
業
を
支
え
、
農
地
の
荒
廃
を
防
ぎ
、
地
域
の
活
性
化
を
進
め
ま
す
。

 



３
．

 公
共
的
施
設
の
整
備
計
画
（
竹
田
Ｃ
辺
地
：
福
本
、
福
山
、
上
西
谷
）

 

（
平
成

2
8
年
度
か
ら
平
成

32
年
度
ま
で
）
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業
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旭
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
書
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伯
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旭
辺
地

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
辺
地
の
人
口

 
6
2
人

 
 
面
積

 
2
1
.
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k
㎡
）

 

 １
．

 辺
地
の
概
況

 

(1
)
 
辺
地
を
構
成
す
る
町
又
は
字
の
名
称

 
 
福
吉
、
柿
谷
、
実
光
、
太
郎
田
、
鉛
山

 

 
(2

)
 
辺
地
の
中
心
位
置

 
 

 
 

 
 

 
 

 
太
郎
田

 

 
(3

) 
 
辺
地
度
点
数

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1
38

 
点

 

 ２
．

 公
共
施
設
の
整
備
を
必
要
と
す
る
事
情

 

 
(1

)
 
道
路
整
備

 

 
  
ア
．
町
道

 

・
町
道
実
光
神
倉
線
災
害
防
除
事
業
（
実
光
工
区
）

 

 
 

 
当
路
線
は
、
高
勢
地
区
と
小
鹿
地
区
を
結
ぶ
路
線
で
す
が
、
急
峻
な
山
あ
い
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
切
土
の
法
面
が
多
く
、
改
良
か
ら
十
数
年
経
過
し
て
い
る
う
え
、
落
石

な
ど
が
発
生
し
通
行
の
安
全
確
保
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
た
め
、
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
ロ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
な
ど
安
全
施
設
を
整
備
し
、
集
落
住
民
の
通
行
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

 

 

イ
．
林
道

 

・
林
道
福
吉
木
地
山
線
災
害
防
除
事
業
（
福
吉
工
区
）

 

 
本
林
道
は
、
地
域
の
豊
富
な
森
林
資
源
と
山
地
の
有
効
活
用
と
開
発
を
促
進
す
る
と
と
も
に
林
業
の
施
業
を
容
易
に
し
、
林
業
経
営
の
向
上
、
安
定
を
目
指
し
、
ま
た
、
広
域

的
な
道
路
と
し
て
点
在
す
る
集
落
を
有
機
的
に
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
地
域
住
民
の
利
便
を
向
上
さ
せ
る
目
的
で
開
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

 

し
か
し
、
開
設
か
ら
十
数
年
経
過
し
て
い
る
う
え
、
落
石
な
ど
が
発
生
し
通
行
の
安
全
確
保
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
た
め
、
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
ロ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
な
ど
安
全
施
設
を
整
備
し
、
集
落
住
民
の
通
行
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

 

 

 (
2)

 
交
通
・
通
信
体
系
の
整
備

 

・
除
雪
機
械
整
備
事
業
（
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
整
備
）
（
柿
谷
）

 

本
地
域
は
中
国
山
地
の
懐
に
位
置
す
る
山
間
集
落
で
あ
り
、
高
齢
化
の
進
行
が
著
し
い
集
落
で
す
。
冬
期
間
は
積
雪
が
多
く
、
高
齢
者
世
帯
の
多
い
本
地
域
で
は
、
集
落
内
の



歩
道
や
幅
員
の
狭
い
道
路
の
除
雪
作
業
が
困
難
を
極
め
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
た
め
、
本
地
域
に
小
型
の
除
雪
機
を
配
備
し
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
除
雪
作
業
を
住
民
自
ら
が
行
う
こ
と
に
よ
り
、
作
業
の
迅
速
化
と
効
率
化
を
図
り
、
安
心
・

安
全
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
も
の
で
す
。

 

 

(3
)
 
教
育
文
化
施
設

 

 
・
公
民
館
そ
の
他
集
会
施
設
整
備
（
集
落
公
民
館
整
備
事
業
補
助
）
（
実
光
）

 

当
該
地
域
に
あ
る
集
落
公
民
館
は
、
建
設
時
期
が
古
く
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
。
ま
た
、
利
用
者
の
多
く
が
高
齢
者
で
あ
り
な
が
ら
、
玄
関
や
部
屋
の
段
差
が
高
く
、
ト

イ
レ
も
和
式
で
あ
る
な
ど
当
該
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
中
心
施
設
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
果
た
し
て
い
ま
せ
ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
が
活
性
化
し
、
安
心
し
て

施
設
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
公
民
館
改
築
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
）
に
対
し
助
成
を
行
い
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

 

 ３
．

 公
共
的
施
設
の
整
備
計
画
（
旭
辺
地
：
福
吉
、
柿
谷
、
実
光
、
太
郎
田
、
鉛
山
）

 

（
平
成

2
8
年
度
か
ら
平
成

32
年
度
ま
で
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 １
．

 辺
地
の
概
況

 

(1
)
 
辺
地
を
構
成
す
る
町
又
は
字
の
名
称

 
 
下
谷

 

(2
)
 
辺
地
の
中
心
位
置

 
 

 
 

 
 

 
 

 
下
谷

 

(3
) 

 
辺
地
度
点
数

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1
00

 
点

 

 ２
．

 公
共
施
設
の
整
備
を
必
要
と
す
る
事
情

 

(1
)
 
道
路
整
備

 

 
 
・
道
路
の
付
属
物
（
積
雪
監
視
カ
メ
ラ
施
設
）

 

当
該
集
落
は
、
三
朝
町
の
中
央
部
に
位
置
し
、
過
疎
化
、
高
齢
化
の
進
行
が
著
し
い
集
落
で
す
。
冬
季
間
は
積
雪
が
多
く
、
集
落
の
主
要
道
路
は
除
雪
作
業
な
し
に
は
通
行
で

 

き
な
い
状
況
と
な
り
、
集
落
が
孤
立
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

 

こ
の
た
め
、
当
該
集
落
の
主
要
路
線
に
積
雪
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
積
雪
時
の
状
況
を
常
に
把
握
し
、
除
雪
作
業
を
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
住
民
生
活

の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

 

 

(2
)
 
交
通
・
通
信
体
系
の
整
備

 

 
 
・
除
雪
機
械
整
備
事
業
（
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
整
備
）

 

本
地
域
は
中
国
山
地
の
懐
に
位
置
す
る
山
間
集
落
で
あ
り
、
高
齢
化
の
進
行
が
著
し
い
集
落
で
す
。
冬
期
間
は
積
雪
が
多
く
、
高
齢
者
世
帯
の
多
い
本
地
域
で
は
、
集
落
内
の

歩
道
や
幅
員
の
狭
い
道
路
の
除
雪
作
業
が
困
難
を
極
め
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
た
め
、
本
地
域
に
小
型
の
除
雪
機
を
配
備
し
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
除
雪
作
業
を
住
民
自
ら
が
行
う
こ
と
に
よ
り
、
作
業
の
迅
速
化
と
効
率
化
を
図
り
、
安
心
・

安
全
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
も
の
で
す
。

 

    



３
．

 公
共
的
施
設
の
整
備
計
画
（
旭

C
辺
地
：
下
谷
）

 

（
平
成

2
8
年
度
か
ら
平
成

32
年
度
ま
で
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
単
位
：
千
円

 

区
 

 
 

 
 

 
 
分

 
事

 
業

 
費

 
財

 
源

 
内

 
訳

 
一
般
財
源
の
う
ち

 

辺
地
債
予
定
額

 
備

 
 

 
考

 
施

 
 

 
設

 
 

 
名

 
事
業
主
体

 
特
定
財
源

 
一
般
財
源

 

道
路
整
備

 
 

 
 

 
 
 

 
道
路

の
付
属

物
 

積
雪

監
視
カ

メ
ラ
施

設
整

備
事

業
 

三
朝
町

 
4,

00
0
 

 
4
,
0
0
0
 

4
,
0
0
0
 
単
独
事
業

 

交
通
・
通
信
体
系
の
整
備

 
 

 
 

 
 
 

 
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
整
備
事
業

 
三
朝
町

 
4,

00
0
 

 
4
,
0
0
0
 

4,
0
0
0
 
単
独
事
業

 

計
 

 
8,

00
0
 

 
8
,
0
0
0
 

8,
0
0
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小
鹿
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
書

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝

 
 

 
 
小
鹿
辺
地

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
辺
地
の
人
口

 
7
5
人

 
 
面
積

 
3
0
.
5
 
k
㎡
）

 

 １
．

 辺
地
の
概
況

 

(1
)
 
辺
地
を
構
成
す
る
町
又
は
字
の
名
称

 
 
中
津
、
神
倉

 

 
(2

)
 
辺
地
の
中
心
位
置

 
 

 
 

 
 

 
 

 
神
倉

 

 
(3

) 
 
辺
地
度
点
数

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1
28

 
点

 

 ２
．

 公
共
施
設
の
整
備
を
必
要
と
す
る
事
情

 

(1
)
 
道
路
整
備

 

 
ア
．
林
道

 

 
 
・
林
道
俵
原
中
津
線
開
設
工
事
（
中
津
工
区
）

 

中
津
集
落
か
ら
俵
原
集
落
に
至
る
一
帯
は
豊
富
な
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
、
従
来
か
ら
盛
ん
に
林
業
が
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

 

し
か
し
、
林
道
整
備
の
遅
れ
に
よ
り
、
育
林
、
営
林
作
業
お
よ
び
林
産
物
の
生
産
等
林
業
活
動
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

 

こ
の
た
め
、
当
路
線
を
開
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
単
に
地
域
内
の
林
業
振
興
に
寄
与
す
る
だ
け
で
な
く
、
集
落
を
結
ぶ
道
路
と
し
て
集
落
間
を
は
じ
め

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
可

能
と
し
、
地
域
の
生
活
環
境
の
向
上
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
を
進
め
ま
す
。

 

 
 
・
林
道
若
桜
江
府
線
災
害
防
除
等
整
備
事
業
（
中
津
）

 

中
津
集
落
は
、
鳥
取
市
と
接
す
る
本
町
の
最
奥
部
集
落
の
一
つ
で
、
過
疎
化
、
高
齢
化
の
著
し
い
集
落
で
す
。
本
路
線
は
、
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
お
い
て
他
地
域
へ
の
迂
回

路
と
し
て
利
用
で
き
、
地
域
住
民
へ
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
お
り
、
町
境
を
越
え
た
交
流
を
促
す
唯
一
の
路
線
で
も
あ
り
ま
す
。

 

し
か
し
、
近
年
、
豪
雪
や
豪
雨
に
再
三
見
舞
わ
れ
、
土
砂
崩
れ
や
落
石
な
ど
が
頻
繁
に
発
生
し
通
行
の
安
全
確
保
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
た
め
、
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
防
護
柵
、
ロ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
な
ど
安
全
施
設
を
整
備
し
、
集
落
住
民
の
通
行
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

 

 (2
)
 
消
防
施
設
の
整
備

 

・
防
火
用
水
槽
整
備
事
業

 

当
該
集
落
に
お
け
る
防
火
用
水
槽
は
自
然
水
を
取
り
込
む
無
蓋
の
防
火
水
槽
（
２
箇
所
）
が
、
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。
無
蓋
で
あ
る
た
め
、
安
全
の
確
保
が
十
分
で
な
い
こ
と



や
、
水
槽
内
に
沈
殿
物
が
た
ま
り
災
害
時
に
、
十
分
な
防
火
用
水
と
し
て
の
役
割
が
見
込
め
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
火
災
時
の
初
期
消
火
に
は
、
十
分
な
水
利
の
確
保
が
必

要
不
可
欠
で
す
。

 

新
し
く
当
該
施
設
を
整
備
し
、
地
区
住
民
の
生
活
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

 

 ３
．

 公
共
的
施
設
の
整
備
計
画
（
小
鹿
辺
地
：
中
津
、
神
倉
）

 

（
平
成

2
8
年
度
か
ら
平
成

32
年
度
ま
で
）
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千
円
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分

 
事

 
業

 
費
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源

 
内

 
訳

 
一
般
財
源
の
う
ち

 

辺
地
債
予
定
額

 
備

 
 

 
考

 
施

 
 

 
設

 
 

 
名

 
事
業
主
体

 
特
定
財
源

 
一
般
財
源

 

道
路
整
備

 
 

 
 

 
 
 

林
道
俵
原
中
津
線
開
設
工
事
（
中
津
工
区
）

 
三
朝
町
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0
0
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3
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0
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県
営
事
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江
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線
災
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防
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事
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（
中
津
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用
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２
箇
所
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小
鹿
Ｂ
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
書

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝

 
 

 
小
鹿
Ｂ
辺
地

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
辺
地
の
人
口

 
1
5
9
人

 
 
面
積

 
4
.
6
 
k
㎡
）

 

 １
．

 辺
地
の
概
況

 

(1
)
 
辺
地
を
構
成
す
る
町
又
は
字
の
名
称

 
 
西
小
鹿
、
井
土

 

 
(2

)
 
辺
地
の
中
心
位
置

 
 

 
 

 
 

 
 

 
西
小
鹿

 

 
(3

) 
 
辺
地
度
点
数

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1
05

 
点

 

 ２
．

 公
共
施
設
の
整
備
を
必
要
と
す
る
事
情

 

(1
)
 
道
路
整
備

 

 
ア
．
町
道

 

 
 
・
町
道
井
土
線
改
良
舗
装
事
業
（
井
土
）

 

当
路
線
は
、
県
道
と
井
土
集
落
を
結
ぶ
唯
一
の
生
活
道
路
で
す
が
、
改
良
か
ら
十
数
年
経
過
し
路
面
の
陥
没
や
舗
装
面
の
劣
化
等
が
み
ら
れ
、
車
両
の
通
行
に
支
障
を
き
た
す

恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
路
肩
の
補
強
、
路
面
及
び
路
盤
の
改
良
工
事
を
行
い
安
全
性
の
確
保
と
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

 

・
町
道
実
光
神
倉
線
災
害
防
除
事
業
（
小
鹿
工
区
）

 

 
 

 
当
路
線
は
、
高
勢
地
区
と
小
鹿
地
区
を
結
ぶ
路
線
で
す
が
、
急
峻
な
山
あ
い
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
切
土
の
法
面
が
多
く
、
改
良
か
ら
十
数
年
経
過
し
て
い
る
う
え
、
落
石

な
ど
が
発
生
し
通
行
の
安
全
確
保
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
た
め
、
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
ロ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
な
ど
安
全
施
設
を
整
備
し
、
集
落
住
民
の
通
行
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

 

 

(2
)
 
交
通
・
通
信
体
系
の
整
備

 

 
・
除
雪
機
械
整
備
事
業
（
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
整
備
）
（
西
小
鹿
）

 

本
地
域
は
中
国
山
地
の
懐
に
位
置
す
る
山
間
集
落
で
あ
り
、
高
齢
化
の
進
行
が
著
し
い
集
落
で
す
。
冬
期
間
は
積
雪
が
多
く
、
高
齢
者
世
帯
の
多
い
本
地
域
で
は
、
集
落
内
の

歩
道
や
幅
員
の
狭
い
道
路
の
除
雪
作
業
が
困
難
を
極
め
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
の
た
め
、
本
地
域
に
小
型
の
除
雪
機
を
配
備
し
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
除
雪
作
業
を
住
民
自
ら
が
行
う
こ
と
に
よ
り
、
作
業
の
迅
速
化
と
効
率
化
を
図
り
、
安
心
・

安
全
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
も
の
で
す
。

 

 
 



(3
)
 
消
防
施
設
の
整
備

 

 
 
・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
き
積
載
車
整
備
事
業
（
西
小
鹿
）

 

西
小
鹿
集
落
に
整
備
し
て
い
る
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
き
積
載
車
は
、
整
備
か
ら
数
十
年
経
過
し
て
お
り
老
朽
化
が
み
ら
れ
ま
す
。
西
小
鹿
集
落
は
も
ち
ろ
ん
、
小
鹿
地
内
な
ど

の
広
域
で
火
災
が
起
き
た
場
合
、
初
期
消
火
に
あ
た
る
消
防
団
に
と
っ
て
積
載
車
お
よ
び
小
型
動
力
ポ
ン
プ
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

 

新
し
く
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
き
積
載
車
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
区
住
民
の
生
活
を
守
る
自
衛
消
防
団
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

 

 (4
)
 
飲
料
水
供
給
施
設
整
備

 

 
 
・
井
土
飲
用
水
供
給
施
設
改
良
事
業
（
井
土
）

 

本
町
の
簡
易
水
道
普
及
率
は
約

98
％
で
あ
り
水
道
施
設
は
、
ほ
ぼ
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昭
和

3
0
年
代
か
ら
整
備
し
て
き
た
簡
易
水
道
施
設
は
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

本
管
の
破
裂
な
ど
に
よ
り
日
常
生
活
に
支
障
を
来
た
す
施
設
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
計
画
的
に
新
設
管
に
布
設
替
え
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

飲
用
水
の
安
定
供
給
は
地
域
住
民
が
健
康
的
な
生
活
を
す
る
う
え
で
の
基
本
と
な
り
ま
す
。
当
該
地
域
の
老
朽
化
し
た
飲
用
水
供
給
施
設
（
消
火
栓
含
む
）
を
改
良
し
、
地
域

住
民
の
健
康
的
な
生
活
の
維
持
に
役
立
て
ま
す
。

 

 

(5
)
 
教
育
文
化
施
設

 

・
公
民
館
そ
の
他
集
会
施
設
整
備
（
集
落
公
民
館
整
備
事
業
補
助
）
（
井
土
）

 

当
該
地
域
に
あ
る
集
落
公
民
館
は
、
建
設
時
期
が
古
く
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
。
ま
た
、
利
用
者
の
多
く
が
高
齢
者
で
あ
り
な
が
ら
、
玄
関
や
部
屋
の
段
差
が
高
く
、

ト
イ
レ
も
和
式
で
あ
る
な
ど
当
該
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
中
心
施
設
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
果
た
し
て
い
ま
せ
ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
が
活
性
化
し
、
安
心

し
て
施
設
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
公
民
館
改
築
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
）
に
対
し
助
成
を
行
い
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

 

          



３
．

 公
共
的
施
設
の
整
備
計
画
（
小
鹿
Ｂ
辺
地
：
西
小
鹿
、
井
土
）

 

（
平
成

2
8
年
度
か
ら
平
成

32
年
度
ま
で
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
単
位
：
千
円
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分

 
事

 
業

 
費

 
財

 
源

 
内

 
訳

 
一
般
財
源
の
う
ち

 

辺
地
債
予
定
額

 
備

 
 

 
考

 
施

 
 

 
設

 
 

 
名

 
事
業
主
体

 
特
定
財
源

 
一
般
財
源

 

道
路
整
備

 
 

 
 

 
 
 

町
道
井
土
線
改
良
舗
装
事
業
（
井
土
）

 
三
朝
町

 
4,

00
0
 

2,
60

0
 

1
,
40

0
 

1,
4
0
0
 
社
会
資
本
整
備
事
業

 

 
町
道
実
光
神
倉
線
災
害
防
除
事
業
（
小
鹿
工
区
）

 
〃

 
80

,0
00

 
52

,0
00

 
2
8
,
0
0
0
 

2
8
,
0
0
0
 
 
〃

 

交
通
・
通
信
体
系
の
整
備

 
 

 
 

 
 
 

 
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
整
備
事
業
（
西
小
鹿
）

 
三
朝
町

 
4,

00
0
 

 
4
,
0
0
0
 

4,
0
0
0
 
単
独
事
業

 

消
防
施
設
の
整
備

 
 

 
 

 
 
 

 
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
き
積
載
車
整
備
事
業
（
西
小
鹿
）
 

三
朝
町

 
11

,0
00

 
 

1
1
,
0
0
0
 

1
1
,
0
0
0
 
単
独
事
業

 

飲
料
水
供
給
施
設
整
備

 
 

 
 

 
 
 

 
井
土
飲
用
水
供
給
施
設
改
良
事
業
（
井
土
）

 
三
朝
町

 
9,

00
0
 

4,
50

0
 

4
,
5
0
0
 

4
,
5
0
0
 
単
独
事
業

 

教
育
文
化
施
設

 
 

 
 

 
 
 

 
集
落
公
民
館
整
備
事
業
補
助
（
井
土
）

 
区

 
5,

00
0
 

3,
90

0
 

1
,
1
0
0
 

1,
1
0
0
 
 

計
 

 
1
1
3,

00
0
 

63
,0

00
 

5
0
,0

0
0
 

5
0
,
0
0
0
 

 

           



 



東
小
鹿
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
書

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
鳥
取
県
東
伯
郡
三
朝

 
 
 
東
小
鹿
辺
地

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
（
辺
地
の
人
口

 
1
0
6
人
 
 
面
積

 
3
.
5
 
k
㎡
）

 

 １
．
 辺
地
の
概
況

 

(1
) 

辺
地
を
構
成
す
る
町
又
は
字
の
名
称

 
 
東
小
鹿

 

 
(2

) 
辺
地
の
中
心
位
置

 
 
 
 
 
 

 
 
 
東
小
鹿

 

 
(3

) 
 辺

地
度
点
数

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

10
8
 
点

 

 ２
．
 公
共
施
設
の
整
備
を
必
要
と
す
る
事
情

 

(1
) 

道
路
整
備

 

 
ア
．
橋
り
ょ
う

 

 
・
橋
り
ょ
う
改
良
工
事
（
町
道
実
光
神
倉
線
：
小
鹿
橋
）

 

本
町
で
は
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
順
次
調
査
し
計
画
的
に
修
繕
等
実
施
し
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

本
地
域
に
架
か
る
橋
は
、
設
置
か
ら
の
年
数
が
経
過
し
橋
脚
部
分
に
亀
裂
が
生
じ
て
い
る
な
ど
危
険
な
状
態
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
安
全
・
安
心
し
て
集
落
内
の
橋
を
利
用
で

き
る
よ
う
、
橋
の
状
況
を
調
査
し
た
上
で
、
必
要
な
箇
所
を
改
善
し
ま
す
。

 

 (2
) 

産
業
の
振
興

 

・
集
落
営
農
農
業
機
械
整
備
補
助
事
業

 

本
地
域
は
小
規
模
農
家
に
よ
る
水
田
が
広
が
る
農
業
振
興
地
域
で
す
。
山
間
地
域
で
あ
る
た
め
、
農
業
経
営
主
の
高
齢
化
が
進
み
各
個
人
で
は
後
継
者
不
足
が
深
刻
な
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 

集
落
営
農
と
し
て
の
農
業
機
械
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
集
落
単
位
で
農
業
を
支
え
、
農
地
の
荒
廃
を
防
ぎ
、
地
域
の
活
性
化
を
進
め
ま
す
。

 

 (3
) 

交
通
・
通
信
体
系
の
整
備

 

 
 
・
除
雪
機
械
整
備
事
業
（
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
整
備
）

 

 
本
地
域
は
中
国
山
地
の
懐
に
位
置
す
る
山
間
集
落
で
あ
り
、
高
齢
化
の
進
行
が
著
し
い
集
落
で
す
。
冬
期
間
は
積
雪
が
多
く
、
高
齢
者
世
帯
の
多
い
本
地
域
で
は
、
集
落
内
の

歩
道
や
幅
員
の
狭
い
道
路
の
除
雪
作
業
が
困
難
を
極
め
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 



こ
の
た
め
、
本
地
域
に
小
型
の
除
雪
機
を
配
備
し
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
除
雪
作
業
を
住
民
自
ら
が
行
う
こ
と
に
よ
り
、
作
業
の
迅
速
化
と
効
率
化
を
図
り
、
安
心
・

安
全
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
も
の
で
す
。

 

   
 (
4)

 
消
防
施
設
の
整
備

 

 
 

 
・
防
火
用
水
槽
整
備
事
業

 

 
 

 当
該
集
落
に
お
け
る
防
火
用
水
槽
は
自
然
水
を
取
り
込
む
無
蓋
の
防
火
水
槽
で
、
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。
無
蓋
で
あ
る
た
め
、
安
全
の
確
保
が
十
分
で
な
い
こ
と
や
、
水
槽

内
に
は
沈
殿
物
が
た
ま
り
災
害
時
に
、
十
分
な
防
火
用
水
と
し
て
の
役
割
が
見
込
め
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
火
災
時
の
初
期
消
火
に
は
、
十
分
な
水
利
の
確
保
が
必
要
不

可
欠
で
す
。

 

新
し
く
当
該
施
設
を
整
備
し
、
地
区
住
民
の
生
活
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

 

 

(5
) 

教
育
文
化
施
設

 

・
公
民
館
そ
の
他
集
会
施
設
整
備
（
集
落
公
民
館
整
備
事
業
補
助
）

 

当
該
地
域
に
あ
る
集
落
公
民
館
は
、
建
設
時
期
が
古
く
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
。
ま
た
、
利
用
者
の
多
く
が
高
齢
者
で
あ
り
な
が
ら
、
玄
関
や
部
屋
の
段
差
が
高
い
な

ど
当
該
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
中
心
施
設
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
果
た
し
て
い
ま
せ
ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
が
活
性
化
し
、
安
心
し
て
施
設
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
公
民
館
改
築
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
）
に
対
し
助
成
を
行
い
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

 

             



３
．
 公
共
的
施
設
の
整
備
計
画
（
東
小
鹿
辺
地
：
東
小
鹿
）

 

（
平
成

28
年
度
か
ら
平
成

32
年
度
ま
で
）

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
単
位
：
千
円

 

区
 
 
 
 
 

 
 
分

 
事

 
業

 
費

 
財

 
源

 
内

 
訳

 
一
般
財
源
の
う
ち

 

辺
地
債
予
定
額

 
備
 
 
 
考

 
施
 
 
 
設
 

 
 
名

 
事
業
主
体

 
特
定
財
源

 
一
般
財
源

 

道
路
整
備

 
 

 
 

 
 
 

 
橋
り
ょ
う
改
良

 
町
道
実
光
神
倉
線
：
小
鹿
橋

 
三
朝
町

 
30

,0
00

 
19
,5
00

 
1
0
,
50
0
 

1
0,
5
0
0
 
社
会
資
本
整
備
事
業

 

産
業
の
振
興

 
 

 
 

 
 
 

 
集
落
営
農
農
業
機
械
整
備
補
助
事
業

 
三
朝
町

 
12
,0
00

 
6,
00
0
 

6
,
0
0
0
 

6
,
0
0
0
 
単
独
事
業

 

交
通
・
通
信
体
系
の
整
備

 
 

 
 

 
 
 

 
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
機
整
備
事
業

 
三
朝
町

 
4,

00
0
 

 
4
,
0
0
0
 

4,
0
0
0
 
単
独
事
業

 

消
防
施
設
の
整
備

 
 

 
 

 
 
 

 
防
火
用
水
槽
整
備
事
業

 
三
朝
町

 
7
,0
00

 
 

7
,
00
0
 

7,
0
0
0
 
単
独
事
業

 

教
育
文
化
施
設

 
 

 
 

 
 
 

 
集
落
公
民
館
整
備
事
業
補
助

 
区

 
5,
00
0
 

3,
90
0
 

1
,
1
0
0
 

1
,
1
0
0
 
単
独
事
業

 

計
 

 
58

,0
00

 
2
9,
4
00

 
2
8
,
60
0
 

2
8,
6
00
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